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研修報告書

	所　　属　　青風荘　　　　職　種　　生活指導員　　　　　氏　名　　　小坂　和子

	期　　間　　平成21年1月7日　～　平成21年1月9日

	出張目的　平成20年度行動援護従業者養成研修

	出 張 先　青森県庁西棟8階大会議室

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


【考　察】

　行動援護従業者養成研修は今年で3年目の実施で、全国的な取り組みをしているとの事だった。「行動援護」はメンタルな「介護」の突破口でこれまでの「介護」は一般的な「社会福祉士及び介護福祉士」における「介護」、或いは「介護保険法」でいうところのつまり、直接的・限定的なボディタッチを中心とした「フィジカルな支援」を主として意味してきた。

しかし「行動援護」において必要とされる支援の実際は「排泄介護・食事介護・着脱介護」という「介護」も含みつつ、間断なく、危険回避や細心の注意を払っての見守り、また、自傷・異食・飛び出しなどの行動に対して、適切な介入をし続ける支援である。「障害者自立支援法」において「行動援護」は知的障害や障害児に留まらず、精神障害者をも対象としているとなっているが、3日間の研修は自閉症への行動援護技術（手法）のみの内容でした。

自閉症は脳の障害であり、（情報処理障害）言葉や身振り手振りの意味を理解できない為、本人に合わせた絵カ－ドを作成し、その都度絵カ－ドを提示して理解して頂き、パニックを未然に防ぎ、誤学習をさせない為のものでした。当施設の入所者の殆どの方は言葉を理解できており、自閉症と精神障害とでは違いはありますが、事故を未然に防ぎ、危険を回避するという事は支援の中で不可欠であり、今回の研修で得た行動援護を精神障害高齢者に合わせた内容にして、利用者様の生活の場に添って、利用者様のその時その場におけるニ－ズに基づいて支援し、その人らしく安心して地域生活が送れるよう知識・技術の向上を図りたいと考える。

【行動援護の制度を理解する】

具体的なサ－ビスの理解と対象者・判定基準の理解

＜行動援護とは＞

・知的障害又は精神障害により行動上著しい困難を有する障害等であって、常時介護を要するものにつき、当該障害者等が行動する際に生じ得る危険を回避するために必要な援護、外出時における移動中の介護その他の厚生労働省令で定める便宜を供与することをいう。（自立支援法第5条4）

· 支援費制度において、平成17年度4月より、知的障害者・児を対象に実施

　　　　　　　　　　　　

＜行動援護のサ－ビス内容＞

行動援護について

1）サ－ビス内容について

· 行動援護が中心であるサ－ビスは、知的障害又は精神障害により行動上著しい困難がある者に対して、外出時および外出の前後に、次のようなサ－ビスを行なうものである。なお、事前に利用者の行動特徴、日常的な生活パタ－ン等について情報収集し、援護に必要なコミニュケ－ションツ－ルを用意するなど準備をする必要がある

1 予防的対応

· 初めての場所で何が起こるか分からない等の為、不安になったり、不安を紛らわすために不適切な行動がでないよう、あらかじめ目的地、道順、目的地での行動などを言葉以外のコミニュケ－ション手段も用いて説明し、落ち着いた行動がとれるように理解させること

・　視覚、聴覚等に与える影響が問題行動の引き金となる場合に、本人の視界に入らないよう工夫するなど、どんな条件のときに問題行動が起こるのかを熟知した上での予防的対応等を行なうことなど

2 制御的対応

· 何らかの原因で本人が問題行動を起こしてしまった時には本人や周囲の人の安全を確保しつつ問題行動を適切におさめること

· 危険であることを認識できないために車道に突然飛び出してしまうといった不適切の行動、自傷行為を適切におさめること

· 本人の意志や思い込みにより、突然動かなくなったり、特定のもの（例えば自動車、看板、異性等）に強いこだわりを示すなど極端な行動を引き起こす際の対応

3 身体介護的対応

· 便意の認識ができない者の介助や排便後の後始末等の対応

· 外出中に食事を摂る場合の食事介助

· 外出前後行なわれる衣服の着脱介助など
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＜個別支援計画全体の中の行動支援＞

・　行動援護のサ－ビス提供にあたり、個別支援計画を作成する。

・　これは、支援対象者の生活全般の中での行動援護の位置付けを明確にする作業といえる。

・　支援対象者の１週間、１ヶ月、１年をきちんと把握した上で、その日支援する数時間の過し方を考えるべきである。

＜行動援護を行なう流れ＞

・　アセスメント（事前評価）を出発点に、個別支援計画の作成、行動援護の実施、カンファレンス（事例検討）という流れが循環的にあることが大切。

・　行動援護の目的は指導訓練ではない。本人主体の理念を軸としたエンパワメントの視点と行動に障害が起こるのは循環整備が不足しているためであると考える視点が大切。

＜エンパワメントの視点と環境整備＞

　　　  エンパワメントという単語そのものは「能力をつける」「権限を与える」という意味である。

  　　

ただし、従来のさまざまな考え方の枠組みが、障害者の「能力」や「権限」を訓練や指導によって後から付加されるものとみなしてきたのに対して、エンパワメントという考えのもとでは「障害者には本来ひとりの人間として高い能力が備わっているのであり、問題は社会的に抑圧されていたそれをどのようにして引き出して開花させるかにある」と考えるのである。

つまり、社会的な抑圧のもとで、人間としての生き方が保障されてこなかった障害者自身に力つけて自己決定を可能とし、自分自身の人生の主人公になれるようにという観点から、あらゆる社会資源を再検討し、条件整備を行なっていこうとするのがエンパワメントという考え方であり、手法である。

＜障害理解（自閉症の特性）キャップハンディ＞



＜アセスメントとは何か＞

1） 事前に行なうアセスメント

2） 関わりながら行なうアセスメント


　　　

　・

　

　・

　

　　　　　　　　　　　　　

【アセスメントとの重要性】

1） アセスメントしない支援の危険性

2） 見立て違いの支援の危険性


　


　　　

　　　　　　　　　     

　　　　　　

　

【支援の実際について】
　　　　　　　　　　　　　安全な社会生活を送るための
　　　　　　　　　　　　　　　　　ステップ



【考　察】

　支援の実際についてグル－ﾌﾟを組んでミ－ティングしながらアセスメント・支援計画を作成し、発表、そして実際に行動援護を行なうという流れを体験した。頭の中では理解していても実際に視覚支援（絵カ－ド）を行なうと計画どおりには進まない。外出前後において一連の流れの中でいかに危険を回避し、事故を未然に防ぎながら利用者様に安心・楽しめる行動援護を提供しなければならない。いま、自分が行なっている支援はその人その人に合った支援なのか、今回の受けた研修と照らし合わせて支援内容を図っていかなければと思う。

【介入ポイントの違いによる対応の変化】
1　　予防的介入

1.5 予防的介入＋軌道修正的介入

2 軌道修正的介入

2.5 軌道修正的介入＋危機回避的介入

3 危機回避的介入

3.5 危機回避的介入＋啓発的介入

4　　啓発的介入







【考　察】
一口に行動援護といってもその中には多様な要素があり、それらを一つずつクリア－していかなければ支援自体成立しません。具体的なサ－ビス像としては「外出支援」時にそのサ－ビスを適切・的確に支援しなければならない。行動援護の対象となる人は社会性の発達や言葉によるコミュニケ－ションに困難さを持っているため、マンツ－マン支援の中で、理解可能な情報提供と支援を受けながら、どんなに障害が重い方でも地域の中で当たり前に暮らしていくことが保証されるべきである。行動援護サ－ビスの活動範囲は、地域社会であり、障害がある人のいる風景が、地域社会の中で当たり前の風景となっていくよう日々支援していきたいと考える。

　


　　　事前に行なうアセスメント





サ－ビス開始前に


サ－ビス提供責任者やケアマネ－ジャ－のような役割の人が


情報を収集する








行動援護判定基準見直しの必要性








・　知的障害者および精神障害者を対象としている行動援護


↓





・　現行の判定基準はいわゆる「行動障害」に傾斜


↓





精神障害者の支援特性を反映した基準づ


くり














　「見立て」の必要性について


若年発症のため実生活の経験が不足しているために困っているのか。


現在でも能力は保持しているが、状態の不安定によって、一時的（表面的）に困っているのか。


年齢に見合った能力を持っていたが発症後、除々に能力が減退して困っているのか。





－　援護内容を含めた期間を勘案しないと、サ－ビス提供によって、事例によっては結果的に本人の能力を低下させてしまうことがあることに十分留意する必要があり、支援計画をどのように策定するかが重要。

















Ｃ.Ｅ.Ｏ





Ｉ.Ｏ.Ｏ





Ａ.Ｏ.Ｍ





　これが重要！





　


　関わりながら行なうアセスメント





サ－ビス利用中に


ヘルパ－が


情報を収集し、分析し、統合していく











・ 職場（支援者）の共通理解へと発展させる





　　


　求められていることは・・・





自閉症の人の立場にたつことではなく


異文化の人として対等の立場で


地球・日本に初めて来た異星人に、日本の文化を伝えられる通訳になること


彼らに必要なオリエンテ－ション・マニュアルをつくること








一般的なアセスメントのイメ－ジ





　　


　自閉症を理解するヒント


　　　　　　～まとめ～


自分の価値観や感覚で考えるのではなく自閉症という障害を理解することが大事


自閉症の人には自閉症の人の価値観や考え方、感じ方、コミュニケ－ションの方法がある


＝自閉症の文化：異文化











自閉症を理解するヒント②


意味に分からない言葉の世界


－　相手がニコニコしていても不安、　　　


　　緊張


－　エコラリア（オウム返し）


－　ニヤニヤ


－　怒り、イライラ





☆意味が分かるように伝える工夫が必要になる。








　


自閉症を理解するヒント③


自閉症の人の特性の一部


全ての人がそうだということではない


いろいろな特性がある


頭で考えて理解したつもりにならないこと


怠けや故意なのか、特性なのか？知らなければ判断できない


☆ひとりひとりの人の特性に合わせた工夫が必要





　


自閉症を理解するヒント①


初めての場所、初めての人、初めての活動


－　誰でも不安、緊張


見通しのない時間と活動


－　いつまでやればいいのか？


－　どのくらいやるのか？


－　なんでやるのか？


－　指示待ち


☆安心して施設で過ごせるようにする工夫が必要になる








　　　


行動障害？


生まれてからずっと、ストレスや不安にさらされ続けている


人を嫌う


自分のわかることだけをする


イライラが爆発する


指示されたことだけをする　などなど


人として当たり前の表現ではないか？





　


　まとめ：アセスは関わる側の義務


　　


　　　　危険回避のために


　　　 誤学習回避のために


　　適切な支援を提供するために


　　　二次障害防止のために











利用者の困り具合に寄り添いたいなら








　　行動援護の対象者





自閉症で知的障害のある人


統合失調症などの精神障害のある人


行動面に困難を抱えている人


　　　　　　　�　


・適切な環境整備のために障害特性を理解することが必要





次のステップを見据えながら支援していく








　　　迷わず揺るがない対応


　


　時には強引な対応をすることも・・・


　　　　人目が気になる


　　　　本当にこれでよいのか迷う


　　　　本人がかわいそう


　　　　　　　　�


曖昧な対応が本人を追い込み行動障害を作っていく





　自信を持つための唯－の方法は


・・・正しい障害理解とアセスメント





けっして慣れなどではない！








4　啓発的介入





障害特性の理解





状況や障害特性について、一般市民に対して、専門用語を使わずわかりやすく説明する





限られた時間での説明


利用者の安全確保とストレスに配慮して。


状況に応じての判断力（後日の説明に繋げるなど）





謝罪方法





統合的に判断


　　　↓


必要であれば安全な場所へ








3　誤学習に配慮した視点


原則論・・・誤学習させない


例外　・・・安全確保が図れない場合


大きな心の傷になるおそれがある場合





環境に応じたパニックの収束方法


どこで（場所）収束させるかどんな環境にするか


安全が確保できるか（本人、周囲）


マイナス刺激の調整が可能か


収束しやすさ


収束後の移行しやすさ


　　　　　　　↓





調整の技量





対応の技量








1　予防的介入





①目的地の環境アセスメントの視点


・ どんな場所（経路）か


・ そこに危険個所はあるか


苦手な環境か(苦手な刺激がないか


活かせる強みはあるか（好きな物、得意）





②障害特性を理解した上での事前準備


目的の明確化（どこで、何を、どれくら　　　


　　いするのか）


事前予告（前もって分かるように伝えておく）


・・・伝え続ける（転動性、衝動性、記憶の維持困難）








2　軌道修正的介入





1その場面で可能な環境整備のための対応


　　－　身体を使った分かりやすい支援


　　－　対応スピ－ド


　　－　わかりやすい対応





2状況判断


　　－　その日の本人の状態を勘案する力


　　－　周囲の環境と本人のストレス耐性を勘案する力


　　－　壁とドアの使い分け





目的地まで安全に移動し余暇を楽しむ





目的地まで安全に移動する





　　歩道を歩く・信号で止まる





　　　　　歩く・止まる











・トイレ利用


・買い物


・公共交通の利用


・交通施設の利用


　　　　　　etc





最低条件として視覚支援








　　　ひとりひとりに合った支援





・　スケジュ－ルの提示方法はそれぞれ違う


　


・　通じない相手ではない


　


・　通じる方法を考えて関われば通じる相手


・　


・　障害特性は困難という側面だけではない





・　困ったら場面ごとに細かく考える























余暇を安全にかつ自立的に楽しむ








　　謝罪・説明・協力依頼について





　謝罪・・・誰の過ちなのか？


　　支援のまずさを利用者に責任転嫁しない


　説明・・・行為の説明・状況の見通しの説明


　　分かりやすい－例として「練習中」という


言葉


　　「私はヘルパ－で、今日は買い物の練習を


　　　しています」


　この先どうなるかを説明する。


　　「しばらくすれば落ち着いてきます」


協力依頼・・・具体的にどうして欲しいか


　　「本人が落ち着くまで離れていて下さい」


　　「次回は十分に準備をしてきますので


　　　　　　・・・また買い物させて下さい」











　　　視覚支援について





1　ヤリさえすればよいのか？





2どう理解したのか（理解していないか）を見極める





3正しく伝わる伝え方を検討する





4様々な場面で確実に使えるようにする








